
 

 

景観・街中（空き家）まちづくりセッション 
テーマ 

街中の建物等の維持管理と 
建て替え等による景観の向上 
運営｜景観・街中（空き家）まちづくり部会 
近年の⼈⼝減少や社会・経済などのニーズの変化により、かつて繁栄していた街中の建物は、住み⼿や使⽤する⼈がいなく
なり、適切に維持管理もされず放置され空き家や空き店舗となっています。 
そして、地域の活性化を阻害し周辺の環境や景観に悪影響を与えています。 
 そのため、前々回のさいたま⼤会では、「空き家等の利活⽤における建築⼠の役割」をテーマとし、建築⼠、建築⼠会と
して何ができるかを話し合いました。 
 また、前回には、北海道⼤会において、空き家等の適正管
理と利活⽤による景観の向上をテーマとして、「どうすれば
適切な管理が維持できるのか」「どうすれば空き家を如何に
早く流通させることができるのか」「除却後の空き地の景観
をどのように誘導するのか」について話し合いました。ま
た、建築⼠会で「空き家の活⽤に関する研修会」の開催や⾃
治体との連携が進められ、⽇本建築⼠会連合会は、研修カリ
キュラムやテキスト等の⾒直しも⾏いました。 
 今年の広島⼤会では、空き家の相談事業、空き家バンク事
業の実態をふまえ、空き家・空き店舗等の維持管理の問題や
新たな利活⽤の事例提案等について学ぶとともに、⾃治体連
携の進め⽅、建築⼠の職能の拡⼤などについて話し合いま
す。                            空き家の活⽤飲⾷店・宿泊施設事例（融資制度を活⽤） 
 


